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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向に伸延した棒状あるいは筒状であり且つ前記長手方向の地上部分及び地中部分
に亘って配設した被防食鋼体の外周に配設し、前記被防食鋼体と一体になった鉄鋼材防食
用保護シートにおいて、
　前記被防食鋼体の外表面と接する位置にある導電性接着剤層であり、前記鉄鋼材防食用
保護シートの最内側に在って且つ前記被防食鋼体の前記長手方向に延伸して配設した前記
導電性接着剤層と、
　前記導電性接着剤層の外側部に密接した且つ前記導電性接着剤層の前記長手方向の全長
に亘り重ね合わせて密接したマグネシウムあるいはアルミニウム又は亜鉛のうち少なくと
も一つを含む一つの卑金属材と、
　前記卑金属材の外側部に被覆した且つ前記長手方向に延びた前記卑金属材の前記長手方
向の全長に亘り重ね合わせて前記被覆した含水可能な吸水シートであり、前記卑金属材の
前記長手方向の長さよりも長く延長してある部分を有する前記吸水シートと、
　前記吸水シートの外側部に設けた外装材と
を有し、
　前記導電性接着剤層と前記卑金属材と前記吸水シートと前記外装材とを順次積層した多
層構造であって、前記被防食鋼体の外周に巻装した前記多層構造を成し、且つ前記多層構
造が前記被防食鋼体の前記地上部分及び地中部分に亘り伸延した状態で、前記吸水シート
の前記長く延長してある部分を前記卑金属材よりも地中深く埋設した構造を有することを
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特徴とする前記被防食鋼体と一体になった鉄鋼材防食用保護シート。
【請求項２】
　前記卑金属材は、前記長手方向に伸延した１つ以上の切込線を付設し、前記切込線で折
り曲げ自在に連続する複数の円弧状区画片とした請求項１記載の鉄鋼材防食用保護シート
。
【請求項３】
　前記卑金属材は、1.0mm～1.5mm厚である請求項１又は２記載の鉄鋼材防食用保護シート
。
【請求項４】
　前記吸水シートは、含水可能な織布及び含水可能な不織布並びに含水可能な綿状の繊維
のうち少なくとも１つを含む請求項１乃至３のいずれかに記載の鉄鋼材防食用保護シート
。
【請求項５】
　前記吸水シートは、シート全体がゾル状であると共に、調湿性能を保有している請求項
１乃至３のいずれかに記載の鉄鋼材防食用保護シート。
【請求項６】
　前記吸水シートは、ポリエステル布である請求項１乃至４のいずれかに記載の鉄鋼材防
食用保護シート。
【請求項７】
　前記外装材は、表面がアクリル樹脂でコーティングされたビチューメン(bitumen)系防
水シートである請求項１乃至６のいずれかに記載の鉄鋼材防食用保護シート。
【請求項８】
　前記外装材は、その表面に適宜の色彩を施してなる請求項１乃至７のいずれかに記載の
鉄鋼材防食用保護シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、地上に構築される直パイプ、或いは、土壌又はコンクリート・ブロック等の
根巻き材を付設した根巻パイプ、その他の地中に埋設部分を有する、被防食体としての鋼
管、鉄棒その他の円柱状鉄鋼材において、地表面のグラウンドレベル位置より上下に所要
の範囲で効果的に防食できるようにした鉄鋼材防食用保護シートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、被防食体としての鋼管、鉄棒その他の円柱状鉄鋼材に防食用として広く利用
されているマグネシウム合金等を犠牲陽極とする流電陽極法としての電気防食法は、例え
ば、特開平１０－３０６３８８公報「配管の支持部における犠牲陽極金属介装による防食
方法」が提案されているが、この方法は大気中においてはその効果が発揮されないと言わ
れている。その理由は、雨天時を除き水分等の電気を通す電解質が常時介在していないた
めに流電陽極が作用し難いためである。土中や海中、水中では電解質が充分存在している
ので電気防食法はその効果を発揮するために広く利用されている。
【０００３】
　また、土中・海中・水中でも深い位置では、酸素の供給が不足しているために、腐食の
発生は極めて低いとされている。
【０００４】
  即ち、被防食体としての鋼管、鉄棒その他の円柱状鉄鋼材に防食用として広く利用され
ているマグネシウム合金等を犠牲陽極とする流電陽極法としての電気防食法においては、
乾燥状態又は水没状態にある部分では腐食が進まず、良好な保存状態を維持することが可
能である。
【０００５】
  しかし、図５に示す如く、地上に構築され且つコンクリート及び土中に埋設部分を有し
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ている被防食体としての鋼管、鉄棒その他の円柱状鉄鋼材において、地表面のグラウンド
レベル位置より上方１０cm～１５cm程度、下方に５cm程度の範囲では、防食機能を発揮し
難く、防食効果が極端に劣り、その結果、その鉄鋼材には腐食が発生し、当該腐食が進行
して、鉄鋼材の肉厚を減らすケースが屡々存在していた。
【特許文献１】特開平１０－３０６３８８公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
  そこで、地上に構築される直パイプ或いは土壌又はコンクリート・ブロック等の根巻き
材を付設した根巻パイプ、その他の地中に埋設部分を有する、被防食体としての鋼管、鉄
棒その他の円柱状鉄鋼材を、簡易手軽に、地表面のグラウンドレベル位置より上下に所要
の範囲で効果的に防食でき、それによって恒久的な腐食防止を実現できるようにした鉄鋼
材防食用保護シートを得ようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
  本発明は、上記の如き観点に鑑みてなされたものである。その主たる構成は、鉄鋼材よ
り自然電位が相対的に低いマグネシウム、アルミニウム、亜鉛等の卑金属薄板と、該卑金
属薄板の片面に被覆された含水率の高い織布、不織布、綿状の繊維例えばポリエステル布
の吸水シートと、該吸水シートの表面に張設された耐候性及び防水性に優れた外装材とか
ら成る鉄鋼材防食用保護シートであって、該鉄鋼材防食用保護シートを所要規格の鋼管、
鉄棒その他の円柱状鉄鋼材の表面の所定部位に導電性接着剤を塗布し、該接着剤の上に前
記保護シートをその卑金属薄板の外面を対向接着させ、以って、該保護シートを該円柱状
鉄鋼材の表面に巻装するものである。
【０００８】
　この場合、前記卑金属薄板は縦方向に１つ以上の切込線を付設し、該切込線で折り曲げ
自在に連続する複数の円弧状区画片とし、それによって被防食体となる円柱状鉄鋼材の表
面に沿って囲繞できるようにすると、作業し易く便利であると共に施工の確実性と迅速化
を図ることができる。
【０００９】
  尚、前記導電性接着剤としては、防食電流を流すための導電性を有するエポキシ接着剤
或いは銀などの金属粒子を添加した接着剤が好適である。
【００１０】
  また、前記卑金属薄板としては、通常、1.0mm～1.5mm厚程度で必要且つ十分である。
【００１１】
　更に、前記外装材としては、表面がアクリル樹脂でコーティングされたビチューメン(b
itumen)系防水シートが好ましい。
【００１２】
　そして、直パイプに使用する場合には、前記吸水シートは、その下端裾部を長く下方に
張出させて土中の水分を吸収しやすいようにすると良い。
【００１３】
　更に又、前記外装材の表面に適宜の色彩を施すこともできる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る鉄鋼材防食用保護シートは、以上の如く構成されてなるものであるから、
被防食材としての鋼管、鉄棒その他の円柱状鉄鋼材の表面と卑金属薄板との間に、導電性
接着剤を使用することによって電解質が存在するが如き通電性を有している。
【００１５】
　前記通電性の保持によって、被防食鉄鋼材の腐食により錆等が発生しようとした場合、
前記卑金属薄板より防食電流が鉄鋼材側に流れて腐食が阻止される。
【００１６】
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  また、卑金属は大気中の空気及び水分に触れると、自己腐食反応を起こして水素ガスを
発生させ、激しく消耗、減質していく特性があるが、前記卑金属薄板を、大気中及び土中
で空気等の透過性が小さく遮水防水性の高い、表面がアクリル樹脂でコーティングされた
ビチューメン系防水シートなどの外装材で被覆すると、自己腐食反応が効果的に阻止され
る。
【００１７】
  そして、被防食鉄鋼材に腐食が起こらない場合、前記卑金属薄板は自己腐食で消耗・減
質することが懸念されるが、耐候性を備えた空気遮蔽能力と防水性を有するビチューメン
系防水シートなどの外装材で覆えば、特段の寿命低下とはならない。
【００１８】
　さらに、前記吸水シートは、繊維の材質を問わず比較的吸水能力が高いものが良い。例
えば、含水率の高い織布、不織布、綿状の繊維例えばポリエステル布が好適である。鉄鋼
材の腐食が発生するときは、その環境が湿潤で且つ酸素の存在が十分な時に鉄材が減肉す
る。特に、雨天時は含水率が高く高腐食環境となる。その時は十分な水分が保持された吸
水シートによって犠牲材となる卑金属は覆われる。その結果、吸水シートが湿潤化して陽
極面積を増大させ、さらに大きな防食電流を発生させる。
【００１９】
　即ち、本発明に係る鉄鋼材防食用保護シートは、一般的に普及している犠牲陽極を使用
して行う電気防食法では効果が発揮できない気中部において、腐食性の激しい当該箇所の
防食を電気防食法で実証されている湿潤な土中での防食効果と同等以上の安定した効果を
発揮させることを可能としたものである。
【００２０】
　また、犠牲材となる卑金属はその局部消耗や片減りを防止して長寿命化することが可能
となる。
【００２１】
　逆に、乾燥状態の場合は、吸水面積が減少し、従って、防食電流が少なくなり、犠牲材
の卑金属の消耗を抑制することができる。
【００２２】
　更に、前記外装材の表面に適宜の色彩を施すことによって美観を損なわずに周辺の環境
に調和させることもできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
  以下、本発明を図面を参照しながら詳細に説明する。
  図１は本発明一実施例の直パイプに好適な鉄鋼材防食用保護シートの構成を示す斜視図
である。図２は図１に示す鉄鋼材防食用保護シートを直パイプの所定箇所に巻装付設した
状態を示す斜視図である。図３は本発明の他の実施例の根巻きパイプに好適な鉄鋼材防食
用保護シートの構成を示す斜視図である。図４は図３に示す鉄鋼材防食用保護シートを根
巻きパイプの所定箇所に巻装付設した状態を示す斜視図である。
【００２４】
　まず、図１に示す鉄鋼材防食用保護シートの構成を説明する。これは直パイプに好適な
一例であって、鉄鋼材より自然電位が相対的に低いマグネシウム、アルミニウム、亜鉛等
の卑金属を所要の広さの矩形の薄板１として成形する。該卑金属薄板１の片面に含水率の
高い織布、不織布、綿状の繊維例えばポリエステル布の吸水シート２が被覆されている。
該吸水シート２の表面には耐候性及び防水性に優れた外装材３が張設され、以って鉄鋼材
防食用保護シートＡが構成されている。
【００２５】
　前記鉄鋼材防食用保護シートＡを、図２に示すように、所要規格の鋼管、鉄棒その他の
円柱状鉄鋼材としての直パイプ６の表面の所定部位は、その表面を簡単に清掃して、素地
調整する等の前処理をする。その前処理された表面には防食電流を流すための導電性接着
剤７を塗布し、該接着剤７の上に該保護シートＡをその卑金属薄板１の外面を対向接着さ
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せることによって該保護シートＡを該パイプ６の表面に巻装付着するものである。この場
合、前記外装材３の上端部３ａを縦襟状に上方に出しておけば、前記保護シートＡの上端
部を封止することができる。
【００２６】
　この場合、前記卑金属薄板１は縦方向に２つの切込線４が付設され、該切込線４で折り
曲げ自在に連続する３つの等分の円弧状区画片５とし、それによって前記保護シートＡを
被防食体となる該パイプ６の表面に沿って囲繞できるようにする。
【００２７】
  尚、前記導電性接着剤７としては、防食電流を流すための導電性を有するエポキシ接着
剤或いは銀などの金属粒子を添加した接着剤が好適である。
【００２８】
  また、前記卑金属薄板１としては、通常、1.0mm～1.5mm厚程度で必要且つ十分である。
【００２９】
　そして、前記吸水シート２は、シート全体がゾル状であり、また、調湿性能を保有して
いれば、有効性が一層増大する。
【００３０】
　更に、前記外装材３としては、表面がアクリル樹脂でコーティングされたビチューメン
(bitumen)系防水シートが好ましい。
【００３１】
　そして、前記直パイプ６に使用する場合には、前記吸水シート２は、その下端裾部を長
く下方に張出させることによって土中に埋まる部分が作られ、その部分から水分を吸収し
やすいようにすると良い。
【００３２】
　更には前記外装材の表面には外観性を良くする目的で適宜の色彩を施すことができる。
【００３３】
　次に、図３に示す鉄鋼材防食用保護シートの構成を説明する。これは根巻きパイプに好
適な一例であり、該鉄鋼材防食用保護シートは、図４に示されているように、地中に埋設
されて上面が表出する根巻き材８が直パイプの所要部位に固定された根巻きパイプに使用
される場合であって、この場合は、該鉄鋼材防食用保護シートは地中に埋まる部分がない
ので、前記保護シートＡは図１に示されているような下端裾部を有しないものが示されて
いる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明一実施例の直パイプに好適な鉄鋼材防食用保護シートの構成を示す斜視図
である。
【図２】図１に示す鉄鋼材防食用保護シートを直パイプの所定箇所に巻装付設した状態を
示す斜視図である。
【図３】本発明の他の実施例の根巻きパイプに好適な鉄鋼材防食用保護シートの構成を示
す斜視図である。
【図４】図３に示す鉄鋼材防食用保護シートを根巻きパイプの所定箇所に巻装付設した状
態を示す斜視図である。
【図５】従来、地上に構築され且つコンクリート及び土中に埋設部分を有している被防食
体としての鋼管、鉄棒その他の鉄鋼材において、地表面のグラウンドレベル位置より上方
１０cm～１５cm程度、下方に５cm程度の範囲で腐食が発生するケースの一例を示す説明図
である。
【符号の説明】
【００３５】
１　卑金属薄板
２　吸水シート
３　外装材
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４　切込線
５　円弧状区画片
６　パイプ
７　導電性接着剤
８　根巻き材
Ａ　鉄鋼材防食用保護シート

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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